
パサルガダイのあれこれ

伊藤　義教

　パサルガダィといえば，バカーマニシュ王朝の遺跡としてだれもが想起する地の一つ

である。地名の由来については異説があるが，「ペルシア人の本営，みやこ」などが近

いであろう。北東12kmにあるモルガーブの町と区捌してメシュハッデ・モルガーブと

よばれている。ここで最も有名なのは大王クルシュニ世（在紅559－29）の墓で，一般

にはタフテ・マダレ・ソレイマーソ「ソロモン王母の宝座」とよばれている石造りの建

造物である。現在，この王墓には，ほかに昔を徳ぶかたみはないが，かつてはそれに碑

文があったといわれる。それはアレクサンドロス大王がこの王墓に見参したときの様子

を伝えたアリストプロスによるものである。もっとも，アリストプロス自身の直接酌手

記としてではなく，アッリアノスとストラボンに引用されて伝えられているものである。

アッリアノスはその著『アレクサンドロスの遠征謁6・29・5において，アリストプロス

によるとこの墓には次のような膏雨があったといっている。

　　人よ，余はカソビゥ七スの子キゥロスである。ペルシア人のためにこの帝国をさだ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　かたみ　　　　　　　　お
　　めたもので，アシアに煮たりしものである。それゆえに，この記念を余に吝しんで

　　はならぬG

ストラボソ（15・730）は「カソビゥセスの子」という句がないだけで，ほかは殆んど

囲じである。この亥紋は古代ペルシア語を忠実にギリシア語訳したもので，　「余はキゥ

ロスーカソビゥ七スの子一である」という書き出しにもそれが明らかにうかがわれる。

だから，われわれはこのギリシア語文を即座に古代ペルシア語文に復原することができ

る。もっとも，　「アシアに王たりしもの」というのはギリシア的で，原文では「この土

に三Eたりしもの」という表現だったと思われる。またわれわれは，このほかオネシクリ

トス（これもストラボソに引用されているもの）によると「諸ヨ三の王たる余キゥロスこ

こに横たわる」という文が，岡じペルシア文字をもって，一つは古代ペルシアー蕪，もう

一つはギジシア語でしるされていたという。この刻文もおそらく事実であろうが，ペル

シア文宇というのは例の漢形文牢のことであろう。一つが古代ペルシア語版というのは
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問題はないが，のこるもう一つがギリシア語であったというのは誤りで，おそらくニラ

ム旧版であったに権違ない。残念なのは，殊に上に挙げた長文の方が滅失したことであ

る。これが現存していたならば，いろいろな意味で学界は大きな稗益をえたことであろ

う。

　さて，アレクサンドロス大王が箆参したときのクルシュ王墓の状況であるが，これも

上掲したアリストブ虞スを典拠としてアッリアノスやストラボンが詳網に伝えている。

それによると，王業は水の貫流する苑林のなかに位し，覇宇のなかにはパビロソの豪華

と毛皮で飾った，黄金聯の棺架があって大王の遺体をのせ，その上にはバビロン繊来の

王の頭衣その他の衣裳が，メディアの袴衣，鎖，短剣ならびに宝石をちりばめた黄金の

耳環といっしょに並べられていた。まさしく実録であって，これを疑う権利はない。と

ころが，このような取扱い方がクルシュ寒露の遺詔に基づくのかぎうかということにな

ると，問題が嵐てくる。問題というのは，クセノポンの『キゥルパイディア（キゥロス

の教育）』である。クセノポソが描き出したキゥ俘スというのは，クルシュニ世のみで

なく，その粗酒構一．猷（ca・645－6e2）をもないまぜて作りあげた理想像である。　しか

し，クセノポソがそのような「キゥ瞬ス」の時代として描いている政治や社会の状勢，

それに帝王の心理などはどうみても大王クルシュニニ世やその時代のものである。ペルシ

アといえばギリシア人にとっては不倶戴天の敵であるが，そのような敵ペルシアのキゥ

醤スなるものを理想線としてクセノポソが描いたについては，大王の人格的高貴さがか

れを深くとらえたからである。このことは捕囚（B．C，586）の畏としてバビロニアにい

たイスラ土ル人にパyスチナ帰還（B。C。538）を許したことでもわかる。さてクセノポ

ン（『キゥロスの教育』8。7・25）によると，キゥPtスは臨終にこのような遺書をのこし

ている。

　　さて，余が遺体のことであるが，わが子らよ，余の死せんとき，汝らはそれを黄金

　　のなかにも，臼銀のなかにも，ないし，その他のいかなるもののなかにも置くこと

　　をせず，できるだけ速やかに大地に托せよ。けだし，美しいすべてのものと佳きす

　　　　　　　　　　　　はぐ
　　べてのものを生みかつ育くむところの大地と一つにされることよりも，何ものか，

　　能く，より幸いとされるであろうか。余はいつも人類の友であった，それゆえに今，

　　　　　　　　　　　やく
　　余は，この人類を利益するものと喜んで抱干しようと思うのである。

これはクルシュ王墓の実況とは，はなはだしくかけ離れている。はたして大王の真意は

どちらにあったのであろうか。参考になるのはフェルドウシーの『シャーナーメ毒であ

るっそれによると，アレクサンドロス大王はおのが遺体の取扱いを書簡に託して，つぎ
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のように伝えている。

　　まずお身たちは黄金の函をつくれ。お身たちは余が遺体の上なる屍衣を竜誕香で充

　　たせよ。／そ（の廃衣）は余にふさわしい，支那の錦の衣でありたい。だれでも余

　　に侍ることを怠ってはならぬ。／余の函のすきまはみな，涯青，樟脳，鵬香および

　　竜濯i香でふさげよ。／まず，お身たちは中に蜜をみたせよ。蜜の上下は支那の金焼

　　（をもっておおえよ）。／そののちに余の遺体をその中におけよ。お，身たちが（余の）

　　むもて
　　薗を覆うとき，余のことばは終わるのである。

さらに詳細をきわめるのは，　窪シャーナーメ』に伝えるサーサーソ朝王ホスロウー一灘ソ

ーシールヴァーン（在位531－79）の場傘であって，これも劣らず豪華をきわめている

が，紙数の関係上ここでは割愛したい。

　こうした伝承をみると，クルシュ大王墓の実況とまさしく一致するもので，ク七ノボ

ソがキゥロスをして遺需させている処理法のごときは，クセノポン好みのキゥロス，ソ

クラテス的賢表としてのキゥロスをして発需させているものにほかならないのである。

　クルシュの王墓めぐりはこれくらいにして，その北東2km余にある石造建築の遺壁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひとや
をとりあげてみよう。ゼンダーネ・ソレイマーソ「ソロモンの牢」またはカブレ・カン

ブシヤ「カンブジヤ（カンビゥセス）の墓」とよばれるもので，遺構からみると，ナク

シェ・ロスタムのダーレ露一シュニニ世ヨ三墓の前にある：カアパ・イェ・ゼルドシュト「ゼ

ルドシ三ト（ゾ獄アストラ）のカアバ」とよぼれる，角型の塔と岡じものであることが

わかる。そうすると，どちらか一つの粥途｝慕的が判明すれば，他方もおのずと明らかに

なろう。カブルの方はわずかに入口のある壁体をのこすだけで，他の壁面はみな崩壊し

てしまらた。カブレ。カンブシヤとよぶので，むしろこの方をクルシュの墓だと主張す

る入もある。それはさておき，カブルの本来の用途は何か。ジャクソン教授ははやくこ

れをカアバと同じくfire－templeだと考えた。エルドマン，ウィカンデル，ヒンツらに

よっても支持された。もっとも，fire－templeといっても火がどのようにしてここで崇

められたかについては必ずしも一致しないが，カアバはみせかけの化粧窓（三隅）をそ

なえているだけで，淵日部といえば入欝のみの建物であるから，火と関係させるのなら，

アーテシュ・ダーンとして聖火をもやすには不適切であるし，従ってアーテシュ・ガー

フとして，いわば火種を保持するくらいが関の山であろう。カアバから少し離れたとこ

ろにアーテシュ・ダーンがあるから，拝火の行事を行うにはその方が用いられたのでは

　　　　　　　　　　　　　　　　　ふみぐら
ないか。また別の晃方としては宝蔵，文鷹などとみる向きもある。困ったことには，カ

ブルにしてもカアバにしても，どういう匿的に使用されていたのか，古い記録にその点
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を担え．たものがない。カアバについては，そこにあるカルテールの刻文（シャーブール

ー一｢の偽文ペルシア語版の下にある）では，それはプン・ハーナグ（bun－x2nag）とよ

ばれている。ハーナグは近世ペルシア語ハーネ「家」の中世語。問題はブソである。プ

ンとは「根源，根本」という樗蚕が本来のものであるが，『アヴェスター』をさしてプ

ンという場合がある。おそらく酵下愚3として，末註・末釈としての『ザソド』（『アヴ

ェスPt　一』を中世ペルシア語で訳註したもの）に手立させた考え方であろう。そうする

と，ブソ・ハーナグというのは『本典』（またはその原本）をおさめておく建物，経蔵

といった意味になり，ディゼ・ニビシLF「文庫」と称せられるものとも岡一視するこ

ともできる。しかし，それにしても，ゾロアストラのカアバであるとか，ブソ・ハーナ

グであるとか一どうもゾロアストラ教的に抹香くさい。どうもアクがつよすぎるよう

な気がする。そこで筆考は一つ，新しい考え方を提嘱してみたい。それはこの種の建物

は入esだけが開口しているだけで，ここを閉ざせば中は暗黒になるという点に着卜した

もので，ミスラ密儀の執行されていた聖所ではなかろうかというにある。

　提唱の幽しつぱなしというわけにもいくまいとすれば，何か根拠や理由といったもの

を挙げなければなるまい。だが，これといってconvincingなものの持ち合わせもな

い。カアバをみると化粧窓がいかにも三階建てを思わせるようについている。　「三」の

数字は古来イランではシンボリックな語数として，随所に登場している。だから，カア

バの三男化粧窓を何かのシンボルとして意義づけることはできる。早春の提囑からすれ

ば，ミスラ神とそれに陪侍する二神バガとアルヤマソを考えることができる。この三尊

の形式は欧州の諸所にみられるミスラ密儀のレリーフでも，ミスラ，カウテス，カウト

パテスとなってあらわれている。例えばヘッデルソハイム（フランクフルト。アム・マ

イソの近く）で1826年発見された砂岩レリーフのごときがそれで，屠掌中のミスラに二

尊の脇侍するのがみられる（ヴィースバーーデン市立博物館蔵）。しかしカアバの三層窓

をこのように意義づけるよりも，むしろ聖画「三」に隣んで三層窓を配することそのこ

とによって響動たるの資格を得たと解するほうが，真相をうがっているもののようであ

る。極上すれば，イラ＝ス1・は聖数「三」を曲緒ありげに意義づける作業には，もう飽

き飽きしているのではないか。そうしたことのセソサクよりも，筆着の提唱に立つかぎ

り，カアづなりカブルなりが，その後どのような運命に見舞われたかを追求してみるぼ

うが，はるかに意義ぶかいようである。

　ミスラ密儀はもっぱら暗黒の場をえらんで行われたQそのような儀礼が古代イランで

行われていたかについては，ギリシアやラテンの作家たちはいずれも沈黙を守っている。
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プルタルコス（『イシスとオシリス』46）の伝えているアレイマ下国ス（アソラ。マソ

ユ，アフリマン）密儀の場藤は，瞭黒裡での行鵠：のみミスラ密儀と共通しているが，爾

考は詞じものではない。しかし筆考からすれぽ，古典作家たちの沈黙には理由があるし，

そのことはあとでだんだん明らかとなってくるはずである。それにしても，ミスラ密儀

ですぐに想起されるのは獄ガーサー』である。そのヤスナ32ieによると，牛と太陽を，

．眼をもって見るに最悪のものと称するやからはゾロアストラの教えを三つものであると

非難されている。この頭骨をこのように解することが唯一の正解であることは，筆者が

他の畳句を新しく解読することによってはじめて裏付けられた。その頒句とはヤスナ

　　　　　　　　　　　　　の　　　　
502，1．3で，従来は「太陽を見る（pi蓉yasa）多くの人々のあいだにあって」と解され

ていたがそうではなく，pigyasttは「忌む」という意味なのである（拙稿「Gathicaj

〔『Or｛ea嬢Vol．3〕p．11＆n．29；「ガーサー語彙の研究」〔『オリxソト』V◎1．9，　No・

1〕p．15＆n．27および「ゾロアストラ周辺論」こ『東洋史研究』第26巻第1号〕pp．73－

74参照）。これらのガーサー頭句はおそらくミスラ密儀をさしているものであろうが，

そうすると，カブルもカアバもゾロアストラの教義とは楓容れない施設となる。ところ

で，バカーマニシュヨ三朝の諸王がダーレヨーシュ大王以来オーラマズダー（アフラマズ

ダー）を尊崇していたことはかれらの碑文に明らかである。論看のなかには説をなして，

このオーラマズダー一はゾロアストラのアフラマズダーとは異なる，いわぽ通イラン的i至

高神の一で，ゾロアストラのものはこれをゾロアストラ的に受容したものであるとする

ものもあるが，筆者には受けいれがたい。即下のオーラマズダーはゾロアストラの創唱

にかかるアフラマズダーを受けついだものであり，ゾロアストラの教義とこの王朝との

繊会いはすでにクルシュニ世時代に発するものと筆者は推灘しているし，この王朝はや

はりゾロアストラ教徒であると考えるものである。もっとも，帝王が多智族に霧臨する

以上，純一無雑のゾロアストラ者であることはむずかしい。かかる立場からみるかぎり，

非ゾμアストラ的要素が見いだされても，非ゾロアストラ麟烙印を押しうる根拠とはな

りえぬであろう。こうした見方からすると，クルシュやカソブジヤの場含とちがって，

ダーレヨーシュ大王以下の諸王がおおむね，その西名に宗教・倫理的一それもゾロア

ストラ憲的なる一な意味をそなえている点は，鶴か決定的なものを有しているようで

ある。なかでもダーレヨーシュー世がそうで，襖形文字を忠実に写せばDarayava聴

となるが，これを共通イラン語形に改めればDarayat－vahugとなり，アヴェスター語

でならD翫aya主一voh聴となる。「善きもの（vahu一）の護持者（darayat一。これは現在

分詞）」の意味であるが，「善きもの」とは「善き心，善思」（vohu－manah一）の略と
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みることができるから，王名は「善思（ウォフ・マナフ）の護持者」ということになる。．

『ガーサー』のヤスナ3しにはアフラマズダーを讃えて「最勝のウォフ・マナフを護持し

てましますもの」（……ditrayag　vahigtem　manδ）とある。爾姦を比較するだけでも

Darayavau§、は名詮輿性，かれがゾロアストラ巻であることを遺憾なく示している。　し

かし大王にはミスラ神崇拝の事実も否定できない。カンブジヤニ世の残後，王位継承春

を決定する場藤がへr・ド1一（『歴則3・86）によって像えられている。ダーレヨーシ

ュが他のライバルたちと馬に桑って啓示を待つのだが，かれの桑馬が最初に噺くと順義

に晴天から稲妻が閃き雷鳴（アストラペー）が羅いてかれの王位継承春としての資格が

決定した，とある。アストラベーとはミスラ神の主要武器たる雷箭（ワズラ）にほかな

らない（『アヴェスター譲ヤシュト　IOg6以下）。帝窒の守護者ミスラ神が影話したのであ

る。ミスラはのちになって（アルタクシャシャー二超＝〔404－3593）碑文にアナーヒター

およびオ7ラマズダーと並んで登場するが，ミスラ神の崇拝はそれを待ってはじめてあ

らわれたものではない。それのみでなく，ミスラカーナの祭儀が毎年執り行われていた

ことも周知の事実である。しかしミスラ神崇拝の無実がこのように厳存しているにかか

わらずs・ミスラ密儀にみられるごとき，階所での属牛痘鈍を伴うものは報告されていな

い。そうすると，カブルやカアバでかつてそれが執行されていたが，ゾロアストラ教受

容後はそれが廃止されたと考えることができる。こういう考え方をするなら，カアパが

ゾμアストラのカアバとよばれたり，ブソハーナグと呼ばれた：りしても，それは，カブ

ルやカァ・『の最初の蟹的とは穂の関係もない，転用後の二次酌な用途に由来するもので，．

さきに触れたように，それはこれらの建造物のその後の運命を物語るものにほかならな

いであろうし，古典作家たちの沈黙云々もおのずと理解されるであろう。

　この小論中，クセノポγの態痩についてはクリステンセンをはじめとするイラニスト

の關に定見炉あるが，カアバにゑつてはそれがなV・。従って筆潜はこのような考え方が

いかに評価されるかを全く知らない。イランの土を踏んだこともない末学の筆春に比し，

イランへは近時多くの学者の渡往が踵を接しているQそうしたかたがたの紅教をこの小

論に仰ぐことができるならば，筆…蓋塗外の幸いというものである。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（筆姦は本誌編集都員）
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